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今号の特集テーマは「脊椎脊髄疾患に関連する痛みのメカニ

ズム」である．痛みは脊椎脊髄疾患において，患者が治療を求

める代表的な主訴であり，患者が手術を希望する，ないし，外科

医が手術を患者に勧める症状として，痛みは，運動障害や膀胱

直腸障害と並ぶ最多のものといえよう．しかし痛みの難しさ

は，痛みはあくまで自覚的な症状であって，客観的な評価が困

難である点にある．筆者が専門とする電気生理学的手法は，大

径線維の，しかも脱落症状とはよく対応するので，たとえば触

覚や位置覚を含む感覚低下・脱失があればその局在診断に貢献

できるし，筋力低下の評価にも威力を発揮する．しかし，小径

線維の，しかも陽性症状である痛みは，最も電気生理との相性

が悪いものとなる．そのような脊椎脊髄疾患における痛みにつ

いて，本号では各分野のエキスパートが，痛みのメカニズムを

明らかにするという困難な課題に取り組んでおられ，臨床に役

立つ特集となることが期待される．

神経内科である筆者としては，痛みについてはまずさまざま

な疾患でみられる痛みのパターンをよく理解し，患者さんの症

候を十分に評価して，正しい診断に結びつけることが第一の課

題となる．頸椎症では，肩〜背部の痛みの出る部位が障害根ご

とに異なることの理解が重要である．特に背部のやや下方，肩

甲骨内側の痛みは C7(8) 障害を示唆するもので，診断的価値が

大きい高頻度の症状である．神経痛性筋萎縮症として紹介され

た患者に明確な背部痛があることから，頸椎症性筋萎縮症と診

断し，針筋電図でも確認されることは非常に多い．手指〜上前

腕〜肩の痛みしびれを訴えて頸椎症と診断されていた患者が，

明確な手根管症候群（CTS）であり，近位の症状は CTS の

proximal symptom であったというのもよくあるパターンであ

る．このように痛みを含む患者の症候の検討から出発して診断

にたどり着くのは，神経症候を最も大事にする神経内科医の十

八番である（でなければならない）と強く思っており，そのよう

な神経症候の specialist である神経内科医の適正な配置と，神経

症候であれば神経内科医に最初に refer する，ないし，患者も神

経内科医に最初にかかるという欧米では当たり前の体制が，日

本でも広まることを願ってやまない．

（園生雅弘）
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